
▲ 7月 7日、「みらい通り」をオリンピック聖火
リレーが駆け抜けます。

チ
ー
ム
三
芳
で

危
機
を
乗
り
超
え
る
。

平成 30 年度　三芳町施政方針

３つの町政運営の
基本方針

施
政
方
針
※
３
月
１
日
表
明

　
三
芳
町
は
、
今
年
、
節
目
の
年
を
迎

え
ま
す
。
昭
和
45
（
１
９
７
０
）
年
、

三
芳
村
か
ら
三
芳
町
に
町
制
が
施
行
さ

れ
て
50
年
。
日
本
も
56
年
ぶ
り
２
度
目

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
人
生
や
歴
史
の
中
で
「
節
」
と
い
う

の
は
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
ま
す
。

節
は
中
が
空
洞
で
あ
っ
て
も
空
高
く
伸

び
、
風
に
負
け
な
い
の
は
節
が
あ
る
か

ら
で
す
。
草
木
は
こ
の
節
か
ら
新
し
い

芽
を
出
し
、
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
私
達

一
人
ひ
と
り
が
未
来
に
向
け
て
ど
の
よ

う
な
芽
を
出
し
、
花
を
咲
か
せ
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
。
大
切
な
年
で
す
。

　
稽
古
照
今
（
い
に
し
え
を
か
む
が
え

い
ま
を
て
ら
す
）。「
昔
の
こ
と
を
学
ん

で
、
今
を
照
ら
し
て
、
現
在
の
指
針
と

す
る
」
と
い
う
意
味
の
『
古
事
記
』
の

町
政
運
営
の
基
本
方
針

　
「
稽
古
照
今
」
～
先
人
達
に
感
謝
し
、

未
来
の
三
芳
に
思
い
を
馳
せ
、
住
民
の

皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
の
心
に
寄
り
添

い
、
右
手
に
「
住
民
福
祉
の
増
進
」、

左
手
に
「
オ
リ
パ
ラ
、
50
周
年
」
を
掲

げ
る
進
一
歩
～
を
基
本
方
針
と
し
て
町

政
を
運
営
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
度
は
第
５
次
総
合
計
画
後
期
基

本
計
画
、
20
年
間
の
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
第
５
次
総
合
計
画
で
柱
と
な
る
の
が
、

３
つ
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
で
す
。

　
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
で
は
、
今

年
度
か
ら
第
３
次
協
働
推
進
計
画
が
ス

タ
ー
ト
。
今
後
さ
ら
に
協
働
の
概
念
も

含
め
て
受
け
皿
を
広
げ
、
住
民
参
加
の

促
進
と
多
様
な
主
体
と
の
連
携
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
（
持
続
可
能
な
開

発
目
標
）」
の
観
点
か
ら
、
昨
年
度
に
総

合
計
画
を
見
直
し
ま
し
た
。
可
能
な
施

策
や
事
業
を
す
べ
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
に
位
置

づ
け
、
さ
ら
に
「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
」
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
特
性
・
資
源
を
活
か
す
ま
ち
づ
く

り
」
に
は
、
三
芳
Ｐ
Ａ
の
ス
マ
ー
ト
Ｉ

生き方の創造、それは夢への挑戦
～金メダリストの言葉から

共生社会の実現に向けて
～すべての人の幸せを願って

オリパラ 5つのレガシー
～未来への懸け橋

「夢を持つこと、夢を持ち続け
ること、実現に向けて願い続け
ることが重要」。JOC 山下会長
の言葉です。生き方の創造に
は、夢を持ち続け、トレーニン
グに励み、艱難辛苦に打ち克
ち、スポーツで学んだことを日
常生活に活かすことが大切で
す。2020 年、新たな夢への挑

戦、生き方を創造して、人格を
高め、人生の勝利者になる、私
達のストーリーが始まります。

スポーツの世界的祭典を通じ
て、三芳町が未来へ遺す 5 つ
のレガシーを挙げます。
➊「私の 2020」～感動から夢
への挑戦➋スポーツの力で青
少年健全育成～スポーツは人
づくり➌ Sports For All ～デポ
ルターレの心で➍「ピープル 
インサイド　オナジ」～共生社

会の実現へスタートライン➎ホ
ストタウンを通じた国際交流～
世界の平和に向けて

マレーシアとのホストタウン締
結に向けて調整してきた三芳
町。共生社会ホストタウンの目
的は、パラリピアンの受け入れ
を契機に、共生社会の実現に向
けた取組を加速し、2020 年以
降につなげていくことです。マ
レーシアパラリピアンの支援と
交流を通じて、誰しもが命と個

性、その実存を尊重し合い、互
いに信頼し、支え合える共生社
会の実現をめざしていきます。

Ｃ
の
フ
ル
化
と
武
蔵
野
の
落
ち
葉
堆
肥

農
法
の
世
界
農
業
遺
産
認
定
の
２
つ

の
大
き
な
テ
ー
マ
が
あ
り
ま
す
。
関
係

者
の
協
力
と
努
力
に
よ
っ
て
、
確
実
に

ゴ
ー
ル
が
見
え
る
と
こ
ろ
ま
で
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
一
歩
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
新
た
な
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

で
は
、
20
年
間
の
ス
パ
ン
の
中
で
将
来

目
標
と
す
る
都
市
の
実
現
に
向
け
、
住

民
の
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
声
を
反

映
し
て
い
き
ま
す
。
中
で
も
、
令
和
の

森
公
園
、
藤
久
保
地
域
拠
点
整
備
基
本

計
画
、
都
市
計
画
道
路
整
備
な
ど
は
、

重
要
施
策
と
し
て
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

心
は
い
つ
も
住
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
あ
り
、
歩
ん
で
い
く
―
―
。

三
芳
町
長
　  

林
　
伊
佐
雄 

令 和 年 度

三芳町 施政方針新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世

界
各
国
に
感
染
が
拡
大
し

て
い
ま
す
。
町
で
は
、
対

策
本
部
会
議
を
立
ち
上
げ
、
町
主
催
の

イ
ベ
ン
ト
の
中
止
や
延
期
、
小
中
学
校

の
臨
時
休
業
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
、
大
事
な
こ
と
は
、
住
民
の
皆
さ

ま
の
生
命
と
生
活
を
守
る
こ
と
で
す
。

未
来
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
、
町
全
体
が
一
丸
と
な
っ
て
、

「
チ
ー
ム
三
芳
」
で
こ
の
危
機
を
乗
り

越
え
て
い
く
時
だ
と
考
え
ま
す
。

　
今
後
も
、
国
や
県
な
ど
関
係
機
関
と

情
報
共
有
を
図
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
蔓
延
防
止
に
万
全
を
期
し
て
ま

い
り
ま
す
。

序
文
で
す
。
節
目
の
年
を
迎
え
、
三
芳

町
の
現
在
と
未
来
の
指
針
を
明
ら
か
に

す
る
時
だ
と
考
え
ま
す
。

　
三
芳
町
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
オ
ラ
ン

ダ
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
マ
レ
ー
シ
ア

の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
な
り
ま
し
た
。
私

は
住
民
の
皆
さ
ま
に
、
選
手
の
応
援
や

交
流
、
聖
火
リ
レ
ー
の
声
援
、
テ
レ
ビ

観
戦
で
あ
っ
て
も
、「
私
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
」「
私
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」ま
た「
私

の
50
周
年
」
と
い
う
レ
ガ
シ
ー
を
残
し

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
の
感
動
が
、
新
た
な
人

生
の
創
造
に
つ
な
が
り
、
町
民
全
体
の

感
動
が
一
つ
に
な
っ
た
時
、
新
た
な
三

芳
町
の
創
造
に
つ
な
が
り
ま
す
。「
私

▲節目となる町制施行50周年を町全体
で盛り上げていきます。

POINT 2

未
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の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」「
私
の
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
」「
私
の
50
周
年
」
が
「
私
達

の
三
芳
町
」
に
な
り
、
未
来
に
向
け

て
新
た
な
三
芳
町
の
創
造
が
始
ま
り

ま
す
。


